
 

 

６月 21日（金） 

ほし１組 あおむしから学んだ３つのゼン 
～はらぺこあおむしプロジェクト Part４～ 

 ついに、あおむしがちょうちょになって大喜びの子どもたち！しかし園庭に帰した後は空っぽに

なった虫かごを見て「寂しい…」とつぶやいていました。それだけ夢中になって観察し、成長に期待

を持っていたのでしょう。あおむしとともに成長していく子どもたちの姿に保育者も心動かされま

した。今回はあおむしとの関わりから、どのような学びがあったのかをお伝えします。 

 
 

 
松陽こども園には 3つの教育・保育指針があります 

自然
し ぜ ん

 

安全
あんぜん

 

積善
せきぜん

 

積善
せきぜん

…豊かな人間性と道徳性 安全
あんぜん

・・・健康な心と体 自然
し ぜ ん

…深い感動と豊かな感性  ３つのゼンと 

呼んでいます 

①自然に興味をもち、積極的に関わる 

②自然現象を楽しむ 

③自然の不思議を確かめようとする 

④栽培や飼育を通して、動植物に愛着を持つ 

⑤植物や動物にも命があることを知り、大切にする 

①その場のルールを理解し、守ろうとする 

②みんなで使うものを大切に扱う 

③自分の意思や気持ちを言葉で伝える 

④相手の話を注意深く聞く 

⑤言葉によるやり取りを楽しむ 

⑥新しい言葉や表現に興味を持つ 

【自然との関わり・生命尊重】 

【道徳性・規範意識の芽生え】 

【言葉による伝え合い】 

 あおむしの観察では 

このポイントを大切に

保育しました 

 

 

のびのびとした園生活の中で、善悪の判断等という道徳性の芽生えを

育みます。善き行いを積み重ねる努力を認め、心の育ちを支えます。 

            「松陽こども園 教育及び保育の方針」より 

園児たちに本物の自然に出来るだけ触れさせ、深い感動と豊かな感性

を育みます。園児一人一人の個性も「自然」として捉え、自分らしく主

体的・意欲的に活動できるよう支えます。  

           「松陽こども園 教育及び保育の方針」より 

園児たちが、健康・安全で情緒の安定した生活が出来るよう努めます。

生活や遊びの中で、園児たちに自らの身を守る安全意識を培います。  

           「松陽こども園 教育及び保育の方針」より 

①体を大切にする行動を進んで行う 

②自分でやりたいことを見つけて、取り組む 

③自分で考え工夫する 

④発見を楽しむ 

⑤不思議に思ったことを「なぜ？」と考える 

⑥予想したり確かめたりする 

【健康な心と体】【自立心】【思考力】 

あおむしの観察では 

このポイントを大切に

保育しました 

あおむしの観察では 

このポイントを大切に

保育しました 

あおむしプロジェクトは 

まだまだ続く⁉ 
 

 

 畑できゅうりを 

育ててみよう 

あおむしが 

好きなピクルスって 

きゅうりから 

出来とるんやよ！ 

 ピクルス 

食べてみたいね 

サークルタイムを通して 

気づいたことをたくさん伝え合いました。 

自分の思いをみんなに聞いてもらい喜ぶ姿や、

友だちの声を聞いて共感したり、真似をして確

かめたり試したりする姿も見られました。 
 

 

アゲハの幼虫の生態に興味を持ち、 

積極的に関わる姿がみられました。育てている

うちに「かわいい」「大きくなったね」など愛着

を持つ姿や「叩いたら、こわいかも」とアゲハ

の気持ちになって考え、大切にしようとする姿

が見られました。 

「あおむしどうなったかな？」と毎日の変化を楽

しみにしていました。保育者や友だちと一緒に安

心できる環境の中で自分の思いを持ち、考えた

り、予想したりしながら過ごしていましたよ。 

お楽しみに♡ 

 


